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自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
積
極
的

に
で
き
る
雰
囲
気
の
中
、
車
好
き
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

E
V（
電
気
自
動
車
）・
I
C
V

（
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
）と
も
に
、

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
エ
ン
ジ
ン

や
パ
ー
ツ
の
変
更
な
ど
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
す
中
で
、
勝
て
る
車
を
製
作

中
で
す
。

昨
年
の
悔

し
さ
を
糧
に
、

チ
ー
ム
歴
代
最

高
の
成
績
を
目

指
し
ま
す
！

市
民
の
皆

さ
ん
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

若
者
の
未
来
を
拓
く
も
の
づ
く
り

市
で
は
、
地
元
・
静
岡
理
工
科
大
学
を
始
め
と
し
た
学
生
た
ち
の
も
の
づ
く
り
に

懸
け
る
熱
意
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
全
日
本 

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
大
会
の
開
催
支
援
や
新
し
い
産
業
の
誘
致
な
ど
、
産
学
官
が
連
携
し
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
り
労
働
力
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
若
い

労
働
力
は
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
大
き
な
要
素
で
す
。

今
後
、
産
業
構
造
に
大
き
な
変
革
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
材
の
育
成

や
異
業
種
間
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
産
業
へ
の
対
応
な
ど
、
産
業
の
方
向
性
を

議
論
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

国
内
最
高
峰
の
学
生
に
よ
る

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

全
日
本 

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

が
、
今
年
も
小
笠
山
総
合
運
動
公
園

エ
コ
パ
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
静
岡
理

工
科
大
学
は
、
平
成
17
年
度
に「
S
I
S
T

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、
以
来
、
毎
回
出
場
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
～
27
年
ま
で
E
V
部
門
で
総
合
優

勝
を
果
た
し
た
静
岡
理
工
科
大
学
で
す

が
、
昨
年
は
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

現
在
Ｖ
奪
還
に
向
け
マ
シ
ン
の
整
備
に
余

念
の
な
い
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
、
牧
野

駿
さ
ん（
理
工
学
部
4
年
）に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

PROFILE

牧野　駿さん
SIST

フォーミュラ 
プロジェクト

リーダー

Interview

静岡理工科大学フォーミュラプロジェクトについては、
右の二次元コードからアクセスできます。



■ 
来
場
者
は
１
．５
万
人
以
上

大
会
は
５
日
間
行
わ
れ
、
自
動
車
企

業
・
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
な

ど
来
場
者
は
１
．５
万
人
を
超
え
ま
す
。

競
技
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車（
I
C
V
）

ク
ラ
ス
と
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）ク
ラ
ス
の

２
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

I
C
V
・
Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ス
と
も
、
車
両
を

走
行
さ
せ
競
技
す
る「
動
的
審
査
」と
、
デ

ザ
イ
ン
や
コ
ス
ト
の
口
頭
試
問
と
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

「
静
的
審
査
」の
2
つ
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。こ

の
動
的
審
査
と
静
的
審
査
の
得
点
の

合
計
に
よ
っ
て
大
会
の
総
合
順
位
が
決
定

し
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の

中
で
、
ど
う
し
た
ら
早
く
、
美
し
い
車
両

が
作
れ
る
か
知
恵
を
絞
り
ま
す
。
こ
う
し

て
造
り
上
げ
ら
れ
た
車
両
は
ひ
と
つ
と
し

て
同
じ
も
の
は
な
く
、
そ
の
違
い
が
エ
ン

ジ
ン
音
や
フ
ォ
ル
ム
に
現
れ
る
の
も
、
本

大
会
の
魅
力
で
す
。

ま
た
、
動
的
審
査
に
出
場
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
車
検
を
通
過
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
審
査
員
は
騒
音
や

ブ
レ
ー
キ
の
作
動
、
燃
料
漏
れ
な
ど
、
車

両
の
規
定
や
設
計
要
件
が
規
定
ど
お
り
で

あ
る
か
を
細
部
に
わ
た
っ
て
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
車
検
は
レ
ー
ス
以
上

に
大
き
な
試
練
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。

■ 

若
き
技
術
者
の
研
鑽さ

ん

の
場

少
子
化
に
よ
る
学
生
の
減
少
に
加
え
、

近
年
の
若
者
の
理
科
離
れ
と
い
っ
た

深
刻
な
状
況
は
、
日
本
の
産
業
に
と
っ
て

国
際
競
争
力
や
企
業
競
争
力
の
低
下
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

実
際
に
も
の
を
創
っ
て
い
く
中
で
、
技

術
や
実
践
的
な
能
力
を
養
う
学
生
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
大
会
は
、
も
の
づ
く
り
に
必
要
不

可
欠
な「
創
造
性
」を
育
む
う
え
で
、
と
て

も
重
要
で
す
。

今
後
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
技
術
者
の
卵
た
ち
の
頑
張
り
を
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
に
は
、
国
内
外
か
ら
98
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
か
ら
、

会
場
と
な
る
袋
井
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

市
で
は
、
静
的
審
査
の
最
優
秀

チ
ー
ム
に「
袋
井
市
長
賞
」と
し
て
ク

ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン（
１
年
分
）を
贈
呈
す

る
ほ
か
、
参
加
者
へ
の
無
料
冷
茶

サ
ー
ビ
ス
や
、
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
の

試
食
な
ど
を
行
い
、
市
内
産
の
特
産

物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
袋
井
の
広
告
塔
で
す
。」

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
、
一
緒
に
袋

井
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

9月 5日から開催8月 29日壮行会開催
第15回 全日本 学生フォーミュラ大会

－ものづくり・デザインコンペティション－
時   9月5日（火）～9日（土）
所   小笠山総合運動公園エコパ
料   無料
詳しくは、全日本 学生フォーミュラ公式サイトをご覧
ください。

全日本 学生フォーミュラ大会に出場する静岡理工科大
学チームの壮行会を開催します。
地元大学の活躍を市民一同応援しましょう。
時   8月29日（火）午前11時～
所   市役所1階・市民ホール
内    大会を目前に控えた学生メンバーが集結。大会へ

の意気込みを語ります。
（フォーミュラカー（車両）の展示も予定）

頑張れ
静岡理工科大学！！

みんなで
大会を

盛り上げよう

昨年の大会の様子は、動画再生アプリ
「Pictu AR」と「Youtube」内の袋井市チャン
ネル（チャンネル名…FukuroiCityOffice）
で、お楽しみいただけます。

全日本 学生フォーミュラ大会 検索
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袋
井
の
も
の
づ
く
りひと

づ
く
り

 

■ 

理
学
の
本
質
を
も
の
づ
く
り
に

静
岡
県
内
唯
一
の
理
工
系
総
合
大
学
で

あ
る
静
岡
理
工
科
大
学
。
全
日
本　

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
だ
け
で
な
く
、

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
選
手
権
大
会
や
ロ
ボ

カ
ッ
プ
へ
の
出
場
な
ど
、
も
の
づ
く
り
へ

の
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
学
生
が
数
多
く
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
県
内
初
と
な
る
建
築

学
科
を
開
設
し
建
築
分
野
で
の
人
材
育
成
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
多
様
な
学
問

に
つ
い
て
学
ぶ
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

物
や
事
の
本
質
を
探
究
す
る「
理
学
」を
学

び
、
そ
の
知
見
を
基
に
生
活
に
役
立
つ「
こ

と
」や「
も
の
」の
創
造
を
目
指
す
学
生
た

ち
。
市
内
の
産
業
の
活
性
化
に
は
、
彼
ら
の

活
躍
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

■ 

育
っ
た
人
材
を
活
用
す
る「
場
」を
作
る

鳥人間コンテスト（航空・宇宙）

ロボカップ（ICT・IoT・AI）

学生フォーミュラ（車両設計・製造）

社会に役立つ仕組みを考える「ことづく
り」それを形にする「ものづくり」創造
への挑戦が生み出す価値の連鎖が、社会
に役立つ革新的技術を生み出す。

袋
井
市
で
は
、
東
名
高
速
道
路
が
開
通
し
た

昭
和
44
年
以
降
、
多
く
の
大
企
業
が
進

出
。
市
民
の
働
く
場
の
確
保
を
し
て
き
ま
し

た
。
雇
用
の
場
は
、
大
学
進
学
な
ど
で
袋
井
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
若
者
が
戻
っ
て
く
る
受
け
皿

で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
土
地

の
開
発
と
地
域
発
展
へ
の
投
資
が
両
輪
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

袋
井
市
で
は
、
表
①
の
と
お
り
多
様
な
業
種
が
立

地
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど「
豊
沢
工
業
団
地
」に
進

出
が
決
定
し
た
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
東
海

（
株
）、
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
・
サ
ー
ビ
ス（
株
）で

は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
な
ど
の
I
o
T
関
連

製
品
な
ど
が
製
造
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
理
工
科
大
学
と「
豊
沢
工
業
団
地
」

は
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
産
学
官
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
、
加
速
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

にいけ工業団地（昭和６３年完成）
事業社名 面積（平方メートル）

（株）アクト･メイト、日本スチールウール（株）
サンワ環境整備（株）、フクロイ乳業（株）
日本グラビヤ工業（株）

29,349

久能工業団地（平成１６年完成）
事業社名 面積（平方メートル）

ヤマハ発動機（株） 120,638

山科東工業団地（平成27年完成）
事業社名 面積（平方メートル）

第一倉庫（株）・ピップ物流（株）
朝日インテック（株）、高雄工業（株） 99,680

豊沢工業団地（平成30年完成予定）
事業社名 面積（平方メートル）

トッパン・フォームズ東海（株）
トッパン・フォームズ・サービス（株） 約77,000

表①

※ 豊沢工業団地は、「袋井市静岡モデル防潮堤整備と連動した次世代産業拠点
創出推進区域」として静岡県内陸フロンティア推進区域の指定を受け整備を進
めています。工業団地整備の発生土約60万立法メートルを活用し、高さ12
メートルの防潮堤整備が順調に進行中です。

豊沢工業団地 防潮堤



袋井市産業経済懇話会を開催
今後の袋井市の産業のあり方を考えると、人口減少に
よる労働力不足の問題やAI（人工知能）やIoT（様々な物
をインターネットで繋ぎ相互に制御する仕組み）と
いった新しい技術の進展（第4次産業革命）などによ
り、産業全体が予想を超えるスピードで大きく変化し
ていくものと考えられます。

こうした第4次産業革命などに対応するための経営革
新や異業種連携による技術革新を促進し、若者が希望
を持って働くことができる環境づくりを進めるため、
「産業経済懇話会」では、短期的な動向を踏まえ、10年
先の産業を展望します。

■ 地域経済好循環の促進

第1回　８月開催
～2030年の社会と技術の展望～

第1部　ゲストスピーカーによる基調講演 
「人工知能・IoTが生み出す

第4次産業革命と日本の未来」

講師プロフィール
　尾木 蔵人（おぎ くらんど）
三菱UFJリサーチ&コンサルティング（株）
国際アドバイザリー事業部 副部長
日本経済調査協議会 人工知能（AI）委員会 主査

第2部　パネルディスカッション 
テーマ… 「 科学技術や社会の大きな変化をどう地方の発展

に繋げていくか」

■ 産業経済懇話会 開催概要

 氏　名 所属 専　門 分　野

1 小 澤 哲 夫 静岡理工科大学理工学部 教授 工　業 ・IoT社会を見据えたものづくり産業の展望
・産学官連携によるイノベーションの推進

2 加藤百合子 （株）エムスクエア・ラボ 代表取締役 農　業 ・ 先端技術（ICT・ロボット）と地域産業との融合
・農業の流通改革

3 北井　　渉 （株）三菱総合研究所 主席研究員 経　済
産　業

・世界経済及び日本経済の動向
・国の目指す成長戦略

4 高 木 昭 三 磐田信用金庫 会長 金　融 ・中小企業の実態把握
・中小企業に求められる経営革新の展望

5 豊田富士雄 豊田肥料（株） 代表取締役社長 産　業 ・袋井商工会議所顧問
・農業関連企業として農業改革の方向性

6 中 村 憲 司 （株）大和コンピューター 代表取締役 I  C  T
農　業

・ICTが産業に与えるインパクト
・ICT×農業の展望

7 西 野 勝 明 静岡県立大学 特任教授 経　済
産　業

・県内産業経済に関する動向
・行政経営及び人材育成　※コーディネーター（懇話会座長）

8 原 田 英 之 袋井市長

■ 袋井市産業経済懇話会メンバー　（五十音順）

第2回～4回のテーマ（案）

工業、農業などの分野別の展望に加え、全
産業を横断的な視点で議論し、本市産業の
方向性を整理する。

所　得 消　費

雇　用
地域内で

好循環を促進

● 産業の横断的連携施策による
イノベーション方策

●新産業創出に向けたベンチャー支援
● 就業構造の転換と人材育成の方向性　など
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